
患
者
暴
言
の
影
響
分
析

自
己

日
定
ｓ

再
発
防
止
を

北
区
の
五
稜
会
病
院

（中

島
公
博
理
事
長
、
千
丈
雅
徳

院
長

・
百
九
十
三
床
）
は
、

精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟

（
四
十
八
床
）
の
看
護
師
を

対
象
に
、

患
者
か
ら
受
け
た

暴
言

・
暴
力
に
よ
る
心
理
的

影
響
を
調
査
。
前
向
き
な
気

持
ち
に
な
る
よ
う
自
己
肯
定

を
促
す
支
援
や
、
再
発
防
止

に
取
り
組
む
必
要
性
が
浮
か

び
上
が
っ
た
。

同
病
棟
は
統
合
失
調
症
、

う
つ
、

躁
う
つ
病
な
ど
の
急

性
症
状
の
患
者
に
対
応
。
暴

言
や
暴
力
を
受
け
る
と

「自

分

の
関
わ
り
方

が
悪

か

っ

た
」
と
悩
む
看
護
師
も
少
な

く
な
い
た
め
、
精
神
的
な
負

担
の
現
状
と
支
援
の
あ
り
方

を
探

っ
た
。

対
象
看
護
師
二
十

二
人
の

う
ち
十
七
人
が
回
答
。
「暴

言
や
暴
力
を
受
け
た
、

ま
た

は
目
撃
し
た
」
は
十
六
人
で
、

身
体
的
暴
力
や
器
物
破
損
目

撃
、

言
語
的
な
暴
力
が
挙
げ

ら
れ
た
。

受
け
た
際
の
感
情
が

「自

責
的

な
感
情
」
「
恐
怖
感
、

不
安
Ｌ
関
わ
り
が
困
難
」
ご
小

者

へ
の
陰
性
感
情
」
の
場
合

は
、

そ
の
後
の
ケ
ア
が
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
に
な
る

一
方
、
「気

持
ち
の
切
り
替
え
」
「再
発

防
止
」

「行
動
の
振
り
返
り
」

を
心
掛
け
る
看
護
師
は
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
ケ
ア
に
取
り
組
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佛
懇
室

に
貼
り
出
し
、

葛
調
を
高

め
た
事
前
項
後
シ
ー
ト

一
正
、

ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
を
中

一
る
の
を
受
け
て
、
関
連
す

る

周囲からどのようなサポートを受けたか

具体的な内容 サブカテゴリ カテゴリ

「大丈夫」と声をかけられた
安心できる声かけ

自己肯定感の
獲得

周囲のスタッフに声をかけられる

「悪くないよ」と声をかけられる
ケアの肯定

「相手の問題だった」と客観的に言つてもらえた

同僚スタッフに一連の出来事を聞いてもらえた 辛さの受容

病院へ行くかどうか体の心配をされた 体の心配

該当患者の対応時は他のスタッフと一緒に行動してもらう
患者を回避

再発防止への
取り組み

受け持ちを外してもらう

周囲のスタッフが、患者へ内省を促すよう働きかけた
患者へ内省の促し

病状の一因であることを説明していた

場面や対応についての振り返り 今後の対応、研修

上司が主治医にかけあい、治療方針の修正を働きかけた 主治医への働きかけ

む
傾
向
が
う
か
が
え
た
。

暴
言
や
暴
力
を
受
け
た

後
、

上
司
や
同
僚
に
よ
る
サ

ポ

ー
ト
を
分
析

し
た
と

こ

ろ
、
「安
心
で
き
る
よ
う
な

声
掛
け
」

「自
分

の
ケ
ア
の

肯
定
」
「辛
さ
の
受
容
」
「体

の
心
配
」
で
自
己
肯
定
を
促

す
パ
タ
ー
ン
と
、
「患
者
を

回
避
で
き
る
配
慮
」
「患
者

へ
の
内
省

の
促
し
」

「主
治

医

へ
の
働
き
か
け
」
で
暴
力

防
止
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

に
分
け
ら
れ
た
。

看
護
師
が
望
む
サ
ポ
ー
ト

は
、

▽
自
己
肯
定
が
得
ら
れ

る
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
▽
該

当
患
者
と
距
離
の
と
れ
る
業

務
調
整
▽
暴
力
回
避
ス
キ
ル

を
獲
得
で
き
る
学
習
の
場
の

提
供
―
あ

三
点
。
第

三
十

五
回
札
幌
市
病
院
学
会

で

発
表
し
た
山
北
豊
看
護
師
は

「病
院
全
体
で
フ
ォ
ロ
ー
す

る
と
、

体
験
を
前
向
き
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
、

ケ
ア
の

質
向
上
に
つ
な
が
る
」
と
提

言
し
た
。

日
看
協
は
、
二
十
六
年
度

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管

理
者
育
成
研
修
を
二
月
十
、

十

一
日
に
、

厚
別
区
の
ホ
テ

ル
エ
ミ
シ
ア
札
幌
で
開
催
す

る
。

管 訪
理 問
者 看
育 護

来 成 ス

最穆T
llを シ

量羅」
で

日看協

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、

重
度
者

。
医
療
依

存
の
高
い
利
用
対
応
、

二
十

四
時
間
三
百
六
十
五
日
の
安

全

・
安
心
な
訪
問
看
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
加
え
、

コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
、

研
修
機
会
の

確
保
、

業
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
整

備
、
労
務
管
理
、
事
業
展
開

ビ
ジ
ョ
ン
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、

職
員
確
保
定
着
な

ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
求
め

ら
れ
る
中
、
社
会
対
応
力
を

身
に
つ
け
る
の
が
狙
い
。

人
材
開
発

コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト

の
西
村
直
哉
氏

を
講
師

に
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
や

事
例
検
討
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

改正看護師等人材確保促進法の概要

【ナースセンターの業務拡充】

現行の無料職業紹介事業に加え、「離職後、求職
者になる前」の段階から支援をできるようにナース
センター業務規定を改正

【ナースセンターの情報把握強化】

ナースセンターが効果的な支援を行えるよう看護
師等に対して、離職した場合等にナースセンター
ヘの住所、氏名、連絡先その他の情報等の「届け
出の努力義務」を規定

【支援体制の強化】

より身近な地域でナースセンターによる支援が受
けられるよう、ナースセンターの業務を地域の医療
機関等に委託することができる規定を整備

離職後、復職するか否かを迷っていそ
看護師等に対して、適切なタイミング¬

効果的なアプローチが可能になる

ナースセンターが、離職している看護 |

等の情報を効果的に把握することに」
り、離職した看護師等の潜在化を予W
し、効果的な復職支援につなげること
可能になる

サテライト展開等が可能になり、利用 :

にとつて、より身近な地域で相談等の
サービスが受けられるようになる

〓

第
十

道
地
方

志

渡

晃

が
、

三

白
石
区

ョ
ン
セ

る
。須

釜

保
健
学

「褥
着
エ

体
圧
分

ス
」
に

ラ

ンヽ
チ

は
、

岡

ニ
ッ
ク
一

療

の
実

褥
着
、

一

講
演
す
・

パ
ネ

ン
は

「一

持
ち
で
ヽ

し
た
チ
・

挑
む
」
一

市
立
一

基
診
療
一

和
善
理
一

管
理
栄
一

膚

・
排
¨

が
そ
れ
一

ク
を
行
ヽ

な
か
Ｐ

修
に
な
一

訪
問
一

管
理
者
一

討
し
て
一

条
件
。

参
加
一

一
万
五
・

せ
は
、

一

護
課
四

８
８
４
ｏ

kimi
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